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土付田植機用苗の育苗様式の差が本田の

生育相に及ぼす影響について

原　田　昌　彦・橋　本　重　雄

（山形県鳥試）

1．　ま　え　が　き

田植機の開発が進み実用の段階に入り，農家の関心

も急激に高まり，導入台数も急速に増大しようとする

現象は，ひとり山形県に限られた現象ではない。

この事うな状勢下において，導入される機種は多種

多様で，各機種はそれぞれ独特な育苗法を採用してい

るものがいくつか見られる。

そこで，昭和45年度において，青首様式の違う代

表的な土付首について，それ等が本田生育相にどのよ

うな差を生ずるかを検討するために，それぞれの田植

機を用いて試験した結果，2－5の知見を得たので，

速報的な意味も含めて報告する。

2．　試．験　方　法

1．青首様式の種類と，供試田植機については第1

表に示すとおりであるが，特にポット苗については，

田植段の都合がつかず手植せざるを得なかった。

第1表　　育苗煉式の種類と供試田植機

紐　 首 散播首青首様式
ブロッ

ク　嘗

ポット
首

Y　式 C　式
M　 式
N　式

E　式 Ⅰ　式 （手植）

比　載
畑　首

田　植　機 手　植

注．プロ・ック苗およびポット首は仮称である。

2．播種および青首管理については，各育苗様式の

基準に従って行なった（第2表）。

第2蓑　　播種期および移植期

育 苗様 式 紐　 苗 散播 苫
プ ロ ッ

ク 首

■ポ ッ ト

音

比 較

畑 首

播 種 期 月 日

4．20
4．2 0 4．20 4． 7 4．9 ～ 10

田　 植　 期 5．11 5．11 5．1 1 5．11 5．2 1

青 首 日数 2 1 2 1 2 1 5 4 4 2 ～ 4 1

5，供託品種は，「でわみのり」を用い，供武は場

は長辺52珊短辺177花で，各区は1行程半ないし2

行程とした。

4．本田施肥量は，基肥に琉加燐安11号を用い，

N・ア205・Ⅹ20　各々5，0Ⅹク／10aを施し，追肥

は生育相を投乱させないように，できるだけ施さない

方針であったが，一部に肥切れが著しくなったので7

月10日に散播首区を除く各区にN－Ⅹ化成を施用，

NおよびK20を各々2．0Ⅹク／10a施した。

5．除草体系は，田植2日前（5月9日）にM O粒

剤5Kグ／10aを手播し，7月9日に手取除草を行な

った。その後は適宜拾い革を行なった。

5．　試　験　結　果

1．田植当時の首の状況は第5表に示すとおりで，

紐苗≒敬播苗くブロック首くポット首の順に生育が進

んでいる。

第5表　　田植当時の首の調査

種 類
紐　 首 散播 苗

プ ロ ッ ポ ッ ト 比　 載

項 目 ク　 首 首 畑　 首

首 丈 （のめ 1 5．5 1 5，8 1 4．2 1 4．5 2 0．9

首 令 （枚） 2．4 2．5 5．0 5．8 5．9

分 け1 本） 0 0 0 0 1．7

2．栽植密度については，各機種とも近似した栽

植密度になるように機械を設定したが，田植された状

態は第4表に示すように，ナげ当り株数で散播苗Ⅰ式の

最少19．5株から，ポット首M式の最高24．7株の開き

が生じた。
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弟4表　　栽　植　密　度

紐　 箇 1
l 散 播 苛

ブロッ

ク 首
ポット
首

㍉ Ⅹ　式 C　式 Ⅰ式
l
M　式

5 5 ．5 5 5 ．5 5 2 ．2 5 2 ．8 5 5 ．8 5 5 ．5

1 5 ．5 1 2 ．8 1 5 ．8 1 5 ．8 1 2 ．0 1 2 ．2

2 2 ．2 2 2 ．5 2 2 ．5 1 9 ．5 2 4 ．7 2 4 ．8

注．粂間は，行程間も含めた平均値である。

5．本試験を行なうに当たり，設計外の条件とし

て風の影響を考慮する必要がある。すなわち，第5表

の風速の欄に示すように，5月11日の田植目より4

日間は，当地にとっては珍しく風の強い日が続き，結

果的にはこの風が育苗様式を異にしたそれぞれの苗の

活着性の差を，さらに拡大する原因となったものと考

えられる。

第5蓑　　田偲以降の気象

平均気温（℃）降水量 （％）

本　年 平 年 本　年 平 年

1 9 ．2 1 4 ，1 1 0 ，5 2．1 ム 5

1 4 ．2 1 4 ．2 0 ．0 2 ．2 9 ．8

1 8 ．° 1 4 ．5 2 ．2 8 ．7

1 8 ．5 1 4 ．4 2．2 8 ．5

（山形気象台調べ）

4．抹当り植付本数は，第8表に示すとおり散播

首Ⅰ式が7．0本で最も多く，その他は4～5本であっ

た。植付け淫さは，ポット宙が4．5cmで最も深く，ブ

ロック首が5．4C研，その他は2．8cm程度であった。

それ等の活着状況について，5月21日に活着茎率

（植付捻本数に対する活轟本数の割合）をみれば，ポ

ット苗が98．4％で最も良好で，次に紐首およびブロ

ック苗の85～87％で，散播首は81～75％で著

しく劣った。その点観察による苗葉柘の状態もほぼ前

記同様の傾向を示した。

第8表　　植付状況および活着状況調査

項　 目 株 当 り

植 付

本 数

植 付 深
活　 着 昔 枯 の

種　 類 茎　 率 程　 度

紐　　　 首

Y

式

　 本

5．5
　 珊
2．1

　 ％
8 占．8 中

Ⅹ

式
4．0 2．7 8 5．0 少

散　 播　 首

C

式
5．7 2．8 7 5．4 中

工

式
7．0 2．8 8 1．4 多 ～ 甚

ブ ロ ッ ク首
M

式
4．0 5．4 8 5．0 中

ポ　 ッ ト 首
Ⅳ

式
5．5 4．5 9 8．4 無

鐘．活着状況調査は5月21日現在調べ。

5．本田における生育状況については，第1図に

生育量（草丈ズ茎数）の推移を，第2図には†ぱ当り茎

数の推移，第5図には稟令の推移，さらに第7表には

分けつの発生状況を示した。

0
0
　
（
生
育
量
）

5

●．＿」■紐苗Y

O＿＿．0　′′　K

一・・→散苗C
〇・一一一〇　〝Ⅰ

●－●－●プ苗M
O一・・やポ苗N

◎一・・・＠畑　苗

％　　20　30　ク品　　20（月日）

第1図　生育量　の推移
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第2図　　　茎数　の推移

第7表　　節位別分けつ発生状況（1次分けつ％）

（
棄
数
）

凡

例

第3図　　集令　の推移

種 類 節　 位
1 2 5 4 5 ム 7 8 9 1 0

牡　 昔

敬 播 苫

Y 式 2 7 7 5 8 0 5 5 1 0 0 1 0 0 1 G O 8 0 4 0 －

Ⅹ式 － 7 5 7 5 d O 9 5 1 0 0 1 0 0 8 7 1 5 －

C 式 － 5 5 5 5 8 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 9 5 4 7 －

工式 － 1 0 5 0 7 0 1 0 0 1 ロ0 1 0 0 1 0 0 8 0 1 0

ブ ロ ック首 M 式 － 1 5 9 5 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 D O 8 7 1 5 －

ポ　 ッ ト首 Ⅳ式 2 0 8 7 8 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 5 5 1 5 －

畑　　　 首 手植 － － 4 7 8 7 8 7 1 D O 1 0 0 1 0 0 9 5 5 5

注．調査個体は1本櫓である。

A．本田生育最の推移をみれば，畑首に比べポット

首は，終始生育量が大きく経過するが，6月下旬から

生育量の増大が緩慢となる。その点，紐首および散播

首は，機種間の差も大きいが，全般的傾向として8月

上旬までは劣るがその後急激に増大し，7月以降は畑

首をしのぐ量となる。またブロック首は，8月下旬ま

で紐首および散播首と同様生育畳が急激に増大するが，

7月に入ってからはほとんど横ばい状態を示す。

B．茎数の推移については，畑苗に比べポット首は，

当初より茎数の増加が著しく，最高分けつ期は畑首よ

り約1週間も早まり，分けつの切り上がりがきわめて

良好である。

その点，プロ・ック首は初期より占月末までは畑首よ

り劣るが，最高分けつ期やその後の茎数の変化は，畑

苗の推移に最も近似している。紐首および散播首は，

分けつ期間が長く最高分けつ期は，畑苗に比べ紐首で

約1週間遅れ，散播首では約2週間遅れ，分けつの切

り上がりがきわめて悪かった。

C．出葉速度は，畑首に比べ薯苗ほど早く，本田期

間中の平均出葉速度は畑苗の7．1日，：ポット首占．8日，

ブロック首占．4日∴紐首8．2日，散播首8．1日の順で

散播首が最も出葉速度が早い結果を示した。

また，主程葉数は，畑苗の15，5葉に対し，散播首の

15．2葉，紐苫14．9薬，ブロック首14．7葉，ポット首

14．4菜でポット首は畑首に比べ1稟減少した。

か．出穂期は，ポット首が8月2日で最も早く，畑

首は8月4日，ブロック首は8月6日，紐苗8月8日

で，最もおそいのは散播苗の8月7日～11日である。
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以上の結果から，主梓実数と出穂期の関連について

考察すれば，主持薬数の増減はおそらく止薫の分化期

当時の稲体の栄養状態と関係があるらしく，ポット首

の場合は生育相からも推察されるように，栄養生長よ

り生殖生長への転換がきわめて順調に行なわれた結果

と考えられ，逆に分けつの切り上がりの悪い散播首等

の場合は，主梓葉数の増加に伴い出穂期も遅延したも

のと考えられる。

E．分けつ体系のうち，特に一次分けつの発生状況

についてみれば，紐首はそのほとんどが第2　～　8節

（7節間）より発生し，特に低節位よりの発生が目立

ち，しかも節位の幅も大きい。その点，散播苗は，第

4～8～9節　（5～占節間）で，低節位の発生が少

なく逆に高節位の発生が多くなっている。ブロック首

は，第5～8節（占節問）で節位の幅が小さく，ポッ

ト首は第2～7節くる節間）と低節位から発生するが

上位の切り上がりの早いのが特徴的である。

4．　考　　　　　察

一般農家における田植機の蓮択は，

（D地理的条件

②土壌的条件

③経営的条件

（彰その他担当者の好み

等によって選択されることゝなろうが，それ等の状

勢下にありながら，娩械田植による稲作の安定化を計

る意味で，本試験結果を基にして，各育苗様式別に，

本田の生育相を聴徴づければ，

1．紐首は，活着性は比我的良好で，低節位からの

分けつ発生が多い反面，高節位にも及ぶため分けつの

切り上がりが悪く過繁茂となりやすい。

2．散横笛は，条件が整備されゝは本質的には紐苗

と大差ないものと考えるが，一且条件に欠けた場合は

活着が阻害されやすく，それが生育むらやその後の生

育遅延に結びつきやすい。

5．ブロック首は，ほは紐苗に準ずるが，分けつ発

生節位の幅が狭く切り上がりも比我的良好なため，過

繁茂とはなり難い。

4．ポット苗は，活着がきわめて良好なため平坦部

はもちろん，山間高冷地等不良粟境下においても生育

畳ほとりやすく，安定性に富む。

以上，機械移植による稲作の安定化と生産量の拡大

をねらう場合，それぞれ各青首様式による首の生育相

の特徴を認識し，それに適合した肥培管理を行なうべ．

きものと考える。

生育時期別窒素吸収が水稲の収量構成に及ぼす影響

村　上　利　男・吉　　田　善　吉

（東北農試）

1．　ま　え　が　き

水稲栽培における窒素の施用と収量構成要素との関

係については多くの報告がある。しかし，窒素の総吸

収盈水準別にその生育時期別吸収割合を変え，これら

が収畳成立に及ぼす影響を生態反応と関連させて解析

したものは少ない。このことについて聾者らは19占9

年に葺塾の異なる品種を用いて試験し，適応多収技術

に関する基礎的知見を得るための検討を行なったので

その結果を報告する。

2．試　験　方　法

1．供試品種　ふ系89号，さわにしき

2．耕＝毯概要

（1）移植期　　5月21日（4月1占日播，ビニ

ー′レ幌折衷首代育苗）

（2）裁縫様式　50．0mズ15．8（刀7　24．2蛛／〝㌔

とし1蛛5本楯。

（3）供試圃場　東北農試沖穀水田

（4）施肥畳　a当り0，0．4，0・8，1．2，

1．dXクの各窒素基肥量区ごとに0，0．5，0．8，


